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　●地域人材や専門家を活用した体験活動の充実を図る
　・夏休みチャレンジ教室にさまざまな技能を有する地域人材の協力を仰ぎ、
子どものニーズに応じた特色ある教室（講座）を開設し、子どもに充実
した体験と満足感を味あわせる。

　・本校の特色である米作りを中心に、地域の協力者を講師とした体験的な
活動を行い、子どもの豊かな心の育成とともに、食育の更なる充実を図
っていく。

　●職場体験・農業体験学習を中心にしたキャリア教育の充実を図る
　　生徒の「向上する心」「やり抜く心」「大切にする心」を育むために、
志賀農業体験学習を中心とした、生徒の発達段階に応じた体系的なキャ
リア教育を推進していく。

　●長期休業や放課後の補充学習を充実する
　　県立女子大学と連携し、大学生の学習支援ボランティアを募集し、教職
員と大学生ボランティアが連携・協力することで一人ひとりの生徒に応
じた学習支援を行う。また、外部講師や専門家を招いた講演会、体験活
動などの充実を図っていく。

　玉村町の小中学校では、教育活動を充実させるために、専門家や
地域の人を講師に招き、講話や体験活動を行ったり、県立女子大学
などの学生ボランティアや地域ボランティアに協力いただき、放課
後や夏休みの学習支援を行ったりして、子ども一人ひとりに役立つ
働く知識・技能の習得を図っています。
　地域の皆さんにおきましても、子どもたちがより充実した学校生
活を送れるよう、ご支援、ご協力をお願いいたします。ここでは、
各小中学校の学習支援を推進する取り組みについて簡単に紹介いた
します。

　●放課後の学習支援の充実を図る
　　地域ボランティアや県立女子大学の学生ボランティアなどと協力して学習や活動に取り組ませることで、下校待機
支援、宿題や補充発展課題などの学習支援を行う。

　●専門分野の講師を招いた実践活動や地域の方々と連携した体験活動の充実を図る
　　専門家や地域協力者、農家の人などと連携しながら、各学年でさまざまな体験活動に取り組んでいく。

　●地域や専門家の教育力を生かした特色ある教育活動を展開する
　　・各学年の教科学習において、地域の自然や施設、専門家などの力を生かした体験活動を行う。
　　・学習支援ボランティアと協力し、放課後に補充学習や、体験学習（イベント）を行う。
　　・親子学年行事などを活用し、子どもを取り巻く社会問題について講師を招き、子どもと共に教師・保護者・地域の
　皆さんが一緒に学ぶ機会を提供する。

　●地域の人や専門家を招いた学習支援の充実を図る
　　各学年の教科の学習において、地域の人や専門家を招いた学習活動を推進していく。（警察と連携した防犯教室や
薬物乱用防止教室、玉村カレーの材料になるタマネギの植え付け、パナソニックワイルドナイツの選手によるタグ
ラグビーなど）

　●長寿会との交流活動の推進
　　長寿会の皆さんに協力いただき、各学年の教科の学習において体験活動を充実させる。（昔遊び・すいとん作り・
団子作りなど）

　●子どもの人権感覚の高揚を図る
　　縦割り班を中核とした異学年集団活動（スマイルタイム、運動会、中央小フェスティバルなど）を年間を通して実
施し、子どもの豊かな心の育成を図っていく。（命を育む授業、人権教室、人権朝礼）

　●放課後、長期休業などの学習支援の充実を図る
　　長期休業を中心に自然体験や伝統文化の体験などを実施していく。（星空観察会、横樽音頭・にしきの太鼓体験教
室など）
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　●地域人材や専門家を活用した体験活動の充実を図る
　・夏休みチャレンジ教室にさまざまな技能を有する地域人材の協力を仰ぎ、
子どものニーズに応じた特色ある教室（講座）を開設し、子どもに充実
した体験と満足感を味あわせる。

　・本校の特色である米作りを中心に、地域の協力者を講師とした体験的な
活動を行い、子どもの豊かな心の育成とともに、食育の更なる充実を図
っていく。

　●職場体験・農業体験学習を中心にしたキャリア教育の充実を図る
　　生徒の「向上する心」「やり抜く心」「大切にする心」を育むために、
志賀農業体験学習を中心とした、生徒の発達段階に応じた体系的なキャ
リア教育を推進していく。
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員と大学生ボランティアが連携・協力することで一人ひとりの生徒に応
じた学習支援を行う。また、外部講師や専門家を招いた講演会、体験活
動などの充実を図っていく。

　玉村町の小中学校では、教育活動を充実させるために、専門家や
地域の人を講師に招き、講話や体験活動を行ったり、県立女子大学
などの学生ボランティアや地域ボランティアに協力いただき、放課
後や夏休みの学習支援を行ったりして、子ども一人ひとりに役立つ
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　地域の皆さんにおきましても、子どもたちがより充実した学校生
活を送れるよう、ご支援、ご協力をお願いいたします。ここでは、
各小中学校の学習支援を推進する取り組みについて簡単に紹介いた
します。

　●放課後の学習支援の充実を図る
　　地域ボランティアや県立女子大学の学生ボランティアなどと協力して学習や活動に取り組ませることで、下校待機
支援、宿題や補充発展課題などの学習支援を行う。

　●専門分野の講師を招いた実践活動や地域の方々と連携した体験活動の充実を図る
　　専門家や地域協力者、農家の人などと連携しながら、各学年でさまざまな体験活動に取り組んでいく。

　●地域や専門家の教育力を生かした特色ある教育活動を展開する
　　・各学年の教科学習において、地域の自然や施設、専門家などの力を生かした体験活動を行う。
　　・学習支援ボランティアと協力し、放課後に補充学習や、体験学習（イベント）を行う。
　　・親子学年行事などを活用し、子どもを取り巻く社会問題について講師を招き、子どもと共に教師・保護者・地域の
　皆さんが一緒に学ぶ機会を提供する。

　●地域の人や専門家を招いた学習支援の充実を図る
　　各学年の教科の学習において、地域の人や専門家を招いた学習活動を推進していく。（警察と連携した防犯教室や
薬物乱用防止教室、玉村カレーの材料になるタマネギの植え付け、パナソニックワイルドナイツの選手によるタグ
ラグビーなど）
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　　長寿会の皆さんに協力いただき、各学年の教科の学習において体験活動を充実させる。（昔遊び・すいとん作り・
団子作りなど）

　●子どもの人権感覚の高揚を図る
　　縦割り班を中核とした異学年集団活動（スマイルタイム、運動会、中央小フェスティバルなど）を年間を通して実
施し、子どもの豊かな心の育成を図っていく。（命を育む授業、人権教室、人権朝礼）

　●放課後、長期休業などの学習支援の充実を図る
　　長期休業を中心に自然体験や伝統文化の体験などを実施していく。（星空観察会、横樽音頭・にしきの太鼓体験教
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対象　学校へ行きたくても行けずに
　　　困っている小・中学生
日時　毎週月～金曜日
　　　9：00～16：00
場所　教育研究所玉村町ふれあい教室
　　　　・   65－0091
小・中学生の不安や悩みを受け止め
ながら、心がふれあう喜びを体験す
る場所です。

対象　ことばやきこえ、情緒面で心
　　　配のある3歳以上の幼児や小
　　　・中学生
　　　発音の誤り・ことばの繰り返
　　　し・ことばの発達が遅い・落
　　　ち着きがない・人とうまくか
　　　かわれない・学習に偏りがあ
　　　るなど
申し込み　玉村町通級教室
　　　　 20－4500

内容　子どもの心の問題など
日時　毎週月～金曜日
　　　9：00～16：00
申し込み　電話で随時
場所　教育研究所教育相談室
　　　　 65－0081 
　　　　 65－0091
お子さんの教育の悩みなど、ひとり
で悩んでいないでお気軽にご相談く
ださい。

内容　子どもの心身の発達にかかわ
　　　る心配ごと
日時　毎週月～金曜日（祝日を除く）
　　　9：00～17：00
　　　第２・４土曜日
　　　9：00～15：00
申し込み・問い合わせ先
　　　子ども教育支援センター
　　　（県総合教育センター）
　　　☎26－9200

玉村町ふれあい教室

玉村町通級教室

玉村町教育相談室

子ども教育・子育て相談


